
11　広報関係

    プレスリリース（平成29年度）

組織名

年月日
プレスリリースの内容

タイトル　埼玉県比企郡ときがわ町指定天然記念物である「銀杏」の後継樹の里帰り

林木遺伝子銀行１１０番で増殖、育成した苗木の里帰りについてプレスリリースした。

（要旨）
埼玉県比企郡ときがわ町の町指定天然記念物で枯死した「銀杏」（イチョウ）の後継樹の苗木が里帰りしま
す。

森林総合
研究所林
木育種セ
ンター

H30.3.9

タイトル：山口市立白石小学校の大いちょうの後継樹が里帰り－林木遺伝子銀行110番による樹木の増殖サービ
ス－

林木遺伝子銀行110番で増殖、育成した苗木の里帰りについてプレスリリースした。

（要旨）
岡山県勝田郡勝央町にある国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター関西育種場
では、我が国の貴重な林木遺伝資源の保全を図るとともに、品種改良等に活用することを目的とした林木ジー
ンバンク事業を実施しています。この事業の一環として、各地の天然記念物や巨樹・名木等の収集・保存と併
せて、所有者等の要請により後継樹を増殖するサービス「林木遺伝子銀行110番」を行っています。このサービ
スを利用した山口市立白石小学校からの増殖の要請を受けて、接ぎ木により増殖し育てた大いちょうの後継樹
の苗木が白石小学校へ里帰りします。

関　西
育種場

H30.3.20

東　北
育種場

仙台森林
管理署

宮城県森
林技術総

合
センター
株式会社
村井林業
H30.3.9

タイトル　早生樹の共同研究に関する協定の締結について

東北育種場、宮城県森林技術総合センター、株式会社村井及び東北森林管理局仙台森林管理署で共同研究を行
うことをプレスリリースした。

（要旨）
東北地方で植栽されているスギ等は伐採までの期間が長いことにより森林所有者の経営意欲低下の一因となっ
ていることや、国内外の天然林保護の高まり等により広葉樹資源の確保が困難となっていることから、初期成
長が早く、伐採期間が短い「早生樹」について4者で共同研究を行っていくことになりました。

関　西
育種場

H30.3.20

タイトル：長徳寺の龍王櫻の後継樹が里帰り－林木遺伝子銀行110番による樹木の増殖サービス－

林木遺伝子銀行110番で増殖、育成した苗木の里帰りについてプレスリリースした。

（要旨）
岡山県勝田郡勝央町にある国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター関西育種場
では、我が国の貴重な林木遺伝資源の保全を図るとともに、品種改良等に活用することを目的とした林木ジー
ンバンク事業を実施しています。この事業の一環として、各地の天然記念物や巨樹・名木等の収集・保存と併
せて、所有者等の要請により後継樹を増殖するサービス「林木遺伝子銀行110番」を行っています。このサービ
スを利用した長徳寺からの増殖の要請を受けて、接ぎ木により増殖し育てた長徳寺の龍王櫻の後継樹が里帰り
します。
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